
【はじめに】メタボリックシンドローム（MS)は内臓脂肪
の蓄積を基盤として動脈硬化性疾患を発症させる状態であ

る。日本におけるMS診断基準は男性腹囲 85cm以上、女
性腹囲 90cm以上を必須項目としている。これは内臓脂肪
面積が 100㎠以上に相当すると考えられているためである。
当院で 2013年より人間ドック受診者に測定した内臓脂肪面
積の検討を行なった。【対象と方法】対象は 2013年より
2021年 10月までに健診で内臓脂肪面積測定を行ったのべ
700人（男性 449人女性 251人）。内臓脂肪面積はオムロ
ンヘルスケア社ＨＤＳ－２０００（DUALSCAN）を用いイ
ンピーダンス法にて測定した。同日測定したＢＭＩ・体脂

肪率・腹囲・総コレステロール・ HDLコレステロール・
LDLコレステロール・中性脂肪・空腹時血糖・ヘモグロビ
ンＡ１ｃ・ OGTT60分血糖値・ 120分血糖値について検討
した。【結果】腹囲が男性 85cm女性 90cm以上は男性が
244件、女性が 47件であった。内臓脂肪面積が 100㎠以上
となったのは男性 99件、女性 6件であった。男性：腹囲
85cm未満・内臓脂肪面積 100㎠未満群（A群）200件、腹

囲 85cm未満・内臓脂肪面積 100㎠以上群（B群）5件、腹
囲 85cm以上・内臓脂肪面積 100㎠以上群（C群）94件、
腹囲 85cm以上・内臓脂肪面積 100㎠未満群（D群）150件　
女性：腹囲 90cm未満・内臓脂肪面積 100㎠未満群 206件、
腹囲 90cm未満・内臓脂肪面積 100㎠以上群 0件、腹囲
90cm以上・内臓脂肪面積 100㎠以上群 4件、腹囲 90cm以
上・内臓脂肪面積 100㎠未満群 2件であった。男性の C群
と D群で総コレステロール（p<0.05）中性脂肪（p<0.01）
空腹時血糖（p<0.01）の有意差を認めた。【まとめ】男性
においてMS基準を超える例が著明に多かった。男性にお
いて腹囲が 85cm以上でも内臓脂肪面積 100㎠未満の群は多
く見られ男性全検査数の 33%に相当した。腹囲 85cm以上
で内臓脂肪面積 100㎠以上群と 100cm2未満群間では総コレ
ステロール・中性脂肪・血糖値に有意な差が見られた。

【結語】男性腹囲 85cm以上でも内臓脂肪面積が 100㎠を超
えない被検者が一定数いる。今後も測定結果の解析を続け

ていきたい。
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